
山口美由紀「川原慶賀が見た長崎・出島―『長崎湾と出島の風景』の調査と複製制作の視点から―」口絵

【
図

版
１

】
川

原
慶

賀
筆

屏
風

「
長

崎
湾

の
出

島
の

風
景

」
　

絹
本

着
色

　
八

曲
一

隻
　

制
作

　
川

原
慶

賀
　

　
　

　
　

　
　

時
代

　
天

保
７

年
（

1836）
頃

　
ラ

イ
デ

ン
世

界
博

物
館

所
蔵

　
収

蔵
品

番
号

7141-1

“Collection W
ereldm

useum
 Coll.nr. 7141-1”

T
erm

s for publications:T
his w

ork is licensed under a CC0 1.0 U
niversal 

(CC0 1.0) Public D
om

ain D
edication.

Credit line: V
ereniging Rem

brandt (m
ede dankzij haar T

hem
afonds 

T
oegepaste kunst en D

esign,haar Fonds van de U
trecht &

Gooi Cirkel en 
haar V

an R
ijn F

onds),M
ondriaan F

onds,V
SB

fonds,V
riendenLoterij 

(voorheen BankGiro Loterij) en V
ereniging van V

rienden van M
useum

 
V

olkenkunde

− −87



山口美由紀「川原慶賀が見た長崎・出島―『長崎湾と出島の風景』の調査と複製制作の視点から―」口絵

【図版２】オランダ船マライ・エン・ヒレホンダ号
川原慶賀筆屏風「長崎湾の出島の風景」（部分）

ライデン世界博物館所蔵　収蔵品番号 7141-1

【図版３】出　島
川原慶賀筆屏風「長崎湾の出島の風景」（複製・部分）

長崎市出島復元整備室所蔵

− −88



【
史
料
紹
介
】

�
川
原
慶
賀
が
見
た
長
崎
・
出
島

　
―
『
長
崎
湾
と
出
島
の
風
景
』
の
調
査
と
複
製
制
作
の
視
点
か
ら
―

�

山
口
　
美
由
紀

は
じ
め
に

川
原
慶
賀
（
一
七
八
六
頃
～
一
八
六
五
頃
）
が
描
い
た
屏
風
が
、
新
た
に
オ

ラ
ン
ダ
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
一
報
を
聞
い
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
あ

る
。
最
初
に
そ
の
画
像
を
ス
マ
ホ
の
小
さ
な
画
面
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き

は
、
そ
の
事
の
重
要
性
に
即
座
に
反
応
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
意
味
を
考

え
る
こ
と
も
出
来
ず
、
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

こ
の
長
崎
港
が
描
か
れ
た
屏
風
に
、
直
接
向
き
合
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
二
〇
一
九
年
春
の
オ
ラ
ン
ダ
・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
協
会
（
以
下
、
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
協
会
）
の
長
崎
訪
問
で
あ
っ
た
。
旧
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
（
現

ラ
イ
デ
ン
世
界
博
物
館
）
が
、
本
屏
風
を
調
査
し
、
収
蔵
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
い
く
つ
か
の
機
関
か
ら
助
成
を
受
け
所
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
う
か

が
っ
て
い
る
が
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
協
会
も
助
成
を
行
っ
た
機
関
の
一
つ
で
あ
っ

た
。同

協
会
の
人
々
が
、
屏
風
の
中
に
描
か
れ
た
長
崎
港
、
そ
し
て
出
島
に
実
際

に
足
を
運
び
、
現
地
で
見
聞
き
す
る
事
柄
に
よ
っ
て
、
長
崎
と
オ
ラ
ン
ダ
の
関

係
の
深
さ
を
体
感
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
改
め
て
慶
賀
が
描
い
た
新
発
見

の
屏
風
と
、
長
崎
・
出
島
の
縁
の
深
さ
を
感
じ
入
る
に
至
っ
た
。

こ
の
屏
風
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
的
な
重
要
性
を
鑑
み
、
長
崎
市
に
お
け

る
複
製
品
の
制
作
に
つ
い
て
、
所
蔵
館
か
ら
の
快
諾
を
得
て
、
そ
の
試
み
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す
る
以
前
に
た
ち
上

が
っ
た
計
画
で
あ
っ
た
。

一
　
屏
風
の
発
見

二
〇
一
七
年
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
（
現
ラ
イ
デ
ン

世
界
博
物
館
、
以
下
「
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
」
と
略
す
る
）
日
本
担
当
研
究
員
マ

テ
ィ
・
フ
ォ
ラ
ー
氏
に
、
あ
る
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
が
依
頼
さ
れ
た
。
個
人

宅
へ
赴
い
た
フ
ォ
ラ
ー
氏
は
、
そ
の
絵
画
資
料
を
一
見
す
る
と
、
す
ぐ
に
長
崎

港
で
あ
る
こ
と
を
確
認
、
詳
細
な
そ
の
筆
致
、
落
款
な
ど
か
ら
、
川
原
慶
賀
の

作
品
で
あ
る
と
特
定
さ
れ
た
。
発
見
当
初
は
、
こ
の
屏
風
は
三
分
割
さ
れ
、
壁

に
立
て
て
掲
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ド
ア
ノ
ブ
の
取
付
に
よ
り
、
大
き
な
破

損
痕
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屏
風
で
は
な
く
調
度
、
一
種
の
壁
飾
り
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
当
時
の
使
用
状
況
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ま
で
慶
賀
が
制
作
し
た
屏
風
装
の
作
例
は
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
多

作
の
絵
師
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
屏
風
の
よ
う
な
大
作
は
制
作
し
て
い

な
い
と
い
う
の
が
、
研
究
者
間
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
通
説
で
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
本
屏
風
の
発
見
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
本
来
の
屏
風
と
し
て
の
形
態
が
復
元
さ
れ
、
作
品
の
持
つ
高
い
価

値
が
確
定
さ
れ
る
に
至
り
、
日
本
の
歴
史
、
民
俗
資
料
を
収
蔵
す
る
ラ
イ
デ
ン

世
界
博
が
所
蔵
す
る
べ
く
、
動
き
出
し
た
。
先
述
し
た
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
各
財
団
の
助
成
も
受
け
、
翌
二
〇
一
八
年
に
同
館
が
本
作
を
収

蔵
し
た
。
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二
　
描
か
れ
た
長
崎
港

（
一
）
描
か
れ
た
景
観
（
図
版
一
）

本
作
は
、
八
曲
一
隻
の
屏
風
仕
立
て
で
、
長
崎
港
を
描
い
た
大
作
で
あ
る
。

画
面
中
央
に
は
出
島
と
オ
ラ
ン
ダ
船
マ
ラ
イ
・
エ
ン
・
ヒ
レ
ホ
ン
ダ
号
、
左

側
に
は
朝
鮮
と
通
商
を
行
っ
て
い
た
対
馬
藩
の
蔵
屋
敷
と
中
国
貿
易
用
の
俵
物

を
製
造
し
た
俵
物
役
所
、
さ
ら
に
は
唐
船
の
荷
物
を
収
納
し
た
新
地
蔵
所
や
中

国
人
が
宿
泊
し
た
唐
人
屋
敷
、
南
瀬
崎
米
蔵
な
ど
が
描
か
れ
、
右
側
に
は
平
戸

藩
や
佐
賀
藩
の
蔵
屋
敷
、
さ
ら
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
を
埋
葬
し
た
稲
佐
の
悟

真
寺
や
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
発
端
と
し
て
知
ら
れ
る
志
賀
ノ
波
止
な
ど
、
国
際

色
豊
か
な
長
崎
港
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
港
外
に
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
航
路

に
も
当
た
る
高
鉾
島
や
香
焼
、
伊
王
島
、
高
島
な
ど
や
オ
ラ
ン
ダ
船
や
唐
船
の

来
航
を
通
報
し
た
野
母
の
権
現
山
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
み
な
ら
ず
、
中
国
、
朝
鮮
と
ゆ
か
り
の
あ
る
諸
施
設
を
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
際
貿
易
港
長
崎
を
表
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
中
央
の
海
に
目
を
移
す
と
、
オ
ラ
ン
ダ
船
を
筆
頭
に
、
中
国
の
ジ
ャ

ン
ク
船
、
幕
府
の
船
、
屋
形
船
な
ど
、
西
洋
の
大
型
帆
船
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
帆

掛
船
ま
で
、
様
々
な
形
状
、
役
割
の
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う

な
表
現
は
、
描
き
す
ぎ
る
と
幕
府
の
禁
令
に
触
れ
る
場
合
が
あ
り
、
諸
施
設
、

船
、
台
場
、
番
所
な
ど
、
見
え
る
も
の
す
べ
て
を
詳
細
に
描
く
こ
と
は
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
え
て
省
略
し
た
箇
所
も
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
二
）
描
か
れ
た
人
々

本
作
の
魅
力
の
一
つ
は
、
長
崎
港
を
八
曲
の
屏
風
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い

た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
豆
粒
ほ
ど
に
小
さ
な
人
物
た
ち
の
表
現
も
、

特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
人
物
の
構
成
で
あ
る
が
、
出
島
で
は
白
い
衣
服
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち

と
出
入
り
す
る
日
本
人
、
ま
た
対
馬
藩
屋
敷
で
は
白
い
衣
服
の
朝
鮮
人
た
ち
、

そ
し
て
唐
人
屋
敷
内
に
佇
む
人
物
ら
は
漢
服
を
ま
と
っ
た
中
国
人
ら
で
あ
り
、

多
様
な
人
種
が
描
か
れ
て
い
る
。（
図
版
一
・
三
）

次
に
出
島
の
対
岸
地
や
長
崎
市
中
に
目
を
移
す
と
、
日
本
人
の
男
性
、
女
性
、

子
ど
も
、
あ
る
い
は
桶
を
担
ぐ
人
、
荷
を
担
ぐ
人
、
機
織
り
の
女
性
ら
が
描
か

れ
て
い
る
。
海
中
で
も
、
碇
泊
し
て
い
る
船
を
除
き
、
廻
船
し
て
い
る
船
の
中

に
は
、
船
を
漕
ぐ
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
非
常
に
小
さ
い
が
、
国
籍
、
性
別
、

世
代
、
職
業
が
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
べ
き
場
所
に
あ
る
べ
き
人
物
ら

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
人
物
に
は
、
一
様
に
影
が
描
か
れ
て
い
る
。
人
物
を
中

心
に
右
側
に
伸
び
る
影
か
ら
、
太
陽
の
位
置
が
推
察
さ
れ
、
本
図
が
差
し
示
す

時
間
帯
が
午
前
中
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
影
が
描
か
れ
る

絵
図
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
画
に
一
般
的
な
表
現
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
画
に
は
本
来
、
影
も
陰
影
も
描
か
れ
ず
、
陰
影
と
透
視
図
法
に

よ
る
リ
ア
ル
な
表
現
を
追
求
す
る
西
欧
絵
画
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
幕
末
に

西
洋
絵
画
が
入
っ
て
き
て
か
ら
概
念
が
変
化
す
る
。
慶
賀
は
、
西
洋
画
法
の
一

つ
と
し
て
影
の
表
現
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

港
内
に
碇
泊
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
か
ら
、
本
作
の
季
節
は
夏
か
ら
秋
頃
と
わ
か

り
、ま
た
先
述
し
た
人
物
の
影
の
表
現
か
ら
午
前
中
の
時
間
帯
と
推
察
さ
れ
る
。

慶
賀
は
、
屏
風
を
見
る
者
に
、
季
節
や
時
間
を
知
ら
せ
る
た
め
の
情
報
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
描
か
れ
た
時
期

マ
テ
ィ
・
フ
ォ
ラ
ー
氏
に
よ
る
発
見
当
初
か
ら
、
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
に
よ
る

− −90



収
蔵
、
修
復
に
至
る
過
程
で
、
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
東
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
学

芸
員
ダ
ン
・
コ
ッ
ク
氏
を
中
心
と
し
た
屏
風
に
関
す
る
様
々
な
調
査
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
も
制
作
時
期
の
推
定
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
船
舶
に
関
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
一
つ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
に
描
か
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
旗
に
は
「
２
９
４
」
と
い
う
番
号
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
番
号
か
ら
船
名
、

船
長
名
、
建
造
地
、
建
造
年
な
ど
が
分
か
り
、
こ
の
帆
船
は
マ
ラ
イ
・
エ
ン
・

ヒ
レ
ホ
ン
ダ
号（M

arij en H
illegonda

）と
特
定
さ
れ
た1

。（
図
版
二
）ま
た
、

よ
く
観
察
す
る
と
、
三
角
形
の
長
旗
に
船
名
の
一
部
『H

illegonda

』
の
欧
文

字
が
見
て
と
れ
る
。
長
崎
へ
の
蘭
船
入
港
一
覧
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
船
は
天

保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
長
崎
に
一
度
だ
け
来
航
し
た
船
で
、
そ
の
年
は
こ
の

一
隻
だ
け
が
入
港
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
画
面
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
帰
国
後
に

あ
た
る
一
八
三
〇
年
代
後
半
の
出
島
、
長
崎
港
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

（
四
）
出
島
の
変
遷

次
に
出
島
の
景
観
を
見
て
み
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
居
宅
で
あ
っ
た
カ

ピ
タ
ン
部
屋
の
前
面
に
は
三
角
屋
根
の
階
段
が
な
く
、天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

頃
に
新
た
に
改
修
さ
れ
た
カ
ピ
タ
ン
部
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。（
図
版
三
）
カ

ピ
タ
ン
部
屋
の
前
面
に
こ
の
三
角
屋
根
の
階
段
が
設
置
さ
れ
る
の
は
、
商
館
長

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
が
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
の
大
火
に
よ
っ

て
焼
失
し
た
カ
ピ
タ
ン
部
屋
を
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
再
建
し
た
時
期

に
始
ま
り
、
老
朽
化
を
理
由
に
新
階
段
の
建
造
を
申
請
し
、
許
可
さ
れ
た
天
保

四
年
（
一
八
三
三
）
頃
ま
で
で
あ
っ
た2

。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
シ
ー
ボ
ル

ト
が
初
渡
来
し
た
一
八
二
三
～
一
八
二
九
年
に
あ
た
る
た
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

出
島
に
関
す
る
記
録
に
も
、『
出
島
の
見
取
図
』
中
の
商
館
長
の
居
宅
平
面
に
、

こ
の
外
階
段
を
示
す
表
現
が
見
ら
れ
る3

。

長
崎
市
が
復
元
整
備
を
行
っ
て
い
る
景
観
で
も
あ
る
た
め
、
三
角
屋
根
の
階

段
は
あ
っ
て
あ
た
り
前
と
い
う
印
象
を
持
ち
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
一
九

世
紀
前
半
の
二
十
数
年
間
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
マ
ラ
イ
・
エ
ン
・
ヒ
レ
ホ
ン
ダ
号
の
来
航
年
と
さ
れ
る
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
と
、
こ
の
カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
外
観
か
ら
推
察
し
た
年
代
観
は
齟

齬
な
く
合
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
東
側
の
庭
園
も
シ
ー
ボ
ル
ト
が
滞
在
し
て
い
た
一
八
二
〇
年
代
頃
の

様
子
か
ら
変
化
し
て
お
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
帰
国
後
に
改
変
さ
れ
た
庭
園
が
描
か

れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、こ
の
一
八
三
〇
年
代
以
降
の
庭
に
つ
い
て
は
、

そ
の
園
路
の
表
現
が
曲
線
的
で
あ
り
、
西
洋
風
の
印
象
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
絵
師
の
誇
張
、
創
作
、
あ
る
い
は
他
者
の
模
倣
時
の
改
変
な
ど
が
想

起
さ
れ
、
写
実
的
な
も
の
で
は
な
い
可
能
性
を
考
え
て
い
た
。
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
が
所
蔵
す
る
出
島
図
は
、
こ
の
屏
風
に
描
か
れ
た
出
島
と
そ
の
景
観
が

酷
似
し
、
一
八
三
〇
年
代
後
半
の
シ
ー
ボ
ル
ト
滞
日
後
の
出
島
で
あ
る
。
日
本

で
制
作
さ
れ
た
慶
賀
筆
出
島
図
、
そ
し
て
本
屏
風
の
出
島
の
景
観
な
ど
、
慶
賀

の
真
筆
と
推
測
さ
れ
る
出
島
の
絵
画
資
料
に
、
同
種
の
表
現
が
見
ら
れ
る
と
な

る
と
、
改
め
て
庭
の
表
現
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
ず
、
一
八
三
〇
年
代
の
庭
園
の

有
様
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
　
絵
師
　
川
原
慶
賀

（
一
）
川
原
慶
賀
に
つ
い
て

本
作
の
作
者
で
あ
る
川
原
慶
賀
（
通
称
登
与
助
、
号
慶
賀
、
字
種
美
）
は
、

絵
師
・
川
原
香
山
の
子
と
し
て
長
崎
の
今
下
町
に
生
ま
れ
、
絵
師
と
し
て
の
基

礎
を
父
に
学
び
、
の
ち
に
唐
絵
目
利
で
あ
っ
た
石
崎
融
思
（
一
七
六
八
～

一
八
四
六
）
に
画
技
の
指
導
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
コ
ン
プ
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ラ
ド
ー
ル
（
諸
職
売
込
人
）
の
ひ
と
り
と
し
て
、
出
島
に
絵
師
と
し
て
出
入
り

し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
、
商
館
員
ら
の
注
文
を
受
け
て
絵
画
を
制
作
、
そ
の
よ

う
な
中
、
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
と
出
会
い
、
彼
の
依
頼
を
受
け
、
多
く
の
絵

画
を
描
く
こ
と
と
な
っ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
の
来
日
の
目
的
と
し
て
日
本
研
究
の
使
命
を
帯
び
て
い
た

こ
と
か
ら
、
数
多
く
の
動
物
の
剥
製
や
植
物
の
標
本
を
収
集
し
た
が
、
生
体
を

扱
う
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
情
報
の
多
く
は
詳
細
に
描
か
れ
た
絵
画
資
料
が

中
心
と
な
っ
た
。標
本
と
同
等
な
正
確
性
を
備
え
た
ス
ケ
ッ
チ
が
必
要
と
さ
れ
、

写
実
性
の
高
い
西
洋
画
法
の
心
得
が
あ
る
絵
師
が
求
め
ら
れ
た
。慶
賀
は
、シ
ー

ボ
ル
ト
が
呼
び
寄
せ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
画
家
デ
・
フ
ィ
レ
ネ
ー
フ
ェ
（
一
八
二
五

年
来
日
）
か
ら
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
と
推
察
さ
れ
、
西
洋
画
法
を
学
び
取
り
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
求
め
る
調
査
研
究
の
た
め
に
必
要
な
描
き
方
を
会
得
し
た
と
み

ら
れ
る
。
江
戸
参
府
に
も
シ
ー
ボ
ル
ト
に
同
行
し
、
道
中
の
街
並
み
や
風
景
を

描
き
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』
の
挿
絵
の
原
画
と
し
て
使
わ

れ
た
。

（
二
）
川
原
慶
賀
に
関
す
る
先
行
研
究

川
原
慶
賀
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
作
品
を
所
有
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
ラ
イ

デ
ン
世
界
博
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
主
だ
っ
た
研
究
、
報
告
が
な

さ
れ
て
い
る
。
慶
賀
の
絵
画
資
料
が
含
ま
れ
る
ブ
ロ
ム
ホ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
一
八
〇
九
～
一
八
一
三
年
、

一
八
一
七
～
一
八
二
三
年
来
日
）、
フ
ィ
ッ
セ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
商
館
員

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
オ
ー
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
一
八
二
〇
～

一
八
二
九
年
来
日
）、
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
商
館
医
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
一
八
二
三
～
一
八
三
〇
年
来
日
）
に
よ
っ

て
、
慶
賀
が
絵
師
と
し
て
出
島
で
活
躍
し
た
時
期
が
う
か
が
え
、
少
な
く
と
も

商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
頃
に
は
、
精
力
的
に
出
島
出
入
絵
師
と
し
て
の
働
き
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
作
品
の
内
容
か
ら
、初
期
の
ブ
ロ
ム
ホ
フ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
次
の
フ
ィ
ッ
セ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
（
長
崎
）

の
風
俗
図
が
多
く
、
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
風
俗
図
に
加
え
、

動
物
図
、
植
物
図
、
職
人
の
道
具
図
な
ど
、
記
録
の
た
め
の
絵
画
が
多
数
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

国
内
で
は
、
長
崎
関
連
資
料
を
多
数
所
蔵
す
る
神
戸
市
立
博
物
館
に
川
原
慶

賀
の
代
表
的
な
作
品
『
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
像
』、『
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族

図
』、『
長
崎
港
鳥
瞰
図
』
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
る
。
と
く
に
『
ド
ゥ
ー
フ
像
』
は
、

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
の
来
日
が
一
七
九
九
年
で
、
一
八
〇
三
年
か
ら

一
八
一
七
年
ま
で
商
館
長
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
慶
賀
が
出

島
に
出
入
り
し
洋
風
画
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長
崎
で
は
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
以
下
「
長
崎
歴
史
文
化
博
」
と
略
す

る
）
が
主
だ
っ
た
絵
画
資
料
を
収
蔵
し
、
永
松
実
氏
（
一
九
八
九
）、
兼
重
護

氏
（
二
〇
〇
三
）、
原
田
博
二
氏
（
二
〇
〇
九
）
ら
長
崎
の
研
究
者
に
よ
っ
て

慶
賀
の
画
業
や
そ
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る4

。

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
国
内
外
に
散
在
す
る
川
原
慶
賀
の
作
品
を
調
査
す
る
事
業

が
長
崎
県
の
主
導
で
行
わ
れ
、
そ
の
調
査
結
果
は
現
在
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
ビ

ジ
ュ
ア
ル
百
科
事
典
川
原
慶
賀
の
見
た
江
戸
時
代
の
日
本
（
１
）』
と
し
て
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
に

よ
り
、
慶
賀
作
品
の
主
だ
っ
た
収
蔵
館
、
作
品
群
の
特
徴
や
多
様
性
な
ど
、
基

礎
的
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
慶
賀
研
究
の
導
入
口
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
人
の
一
生
』
を
題
材
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
セ
ル
及
び
シ
ー
ボ
ル
ト
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
描
き
手
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
が
野
藤
妙
氏
・
宮
崎
克
則
氏

（
二
〇
一
四
）
の
論
考
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、
慶
賀
と
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門
人
の
作
画
を
明
確
に
分
析
す
る
貴
重
な
論
考
で
あ
る5

。

（
三
）
慶
賀
の
作
品
に
つ
い
て

日
本
国
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
慶
賀
の
作
品
は
一
〇
〇
点
あ
ま
り
で
あ
る

が
、
海
外
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
多
く
の
作
品
が
確
認
さ
れ
、
近

年
で
は
ロ
シ
ア
に
多
く
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る6

。

制
作
枚
数
が
多
く
、
作
風
が
異
な
る
絵
画
も
混
在
す
る
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
慶
賀
は
工
房
を
構
え
、
組
織
的
に
制
作
に
取

り
組
ん
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
絵
画
の
注
文
を
行
っ
た
フ
ィ
ッ
セ
ル

は
、
た
っ
た
一
人
の
長
崎
の
画
匠
の
仲
介
に
よ
っ
て
し
か
絵
画
を
入
手
で
き
な

い
こ
と
、
彼
に
は
家
僕
や
弟
子
が
い
て
多
く
の
枚
数
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
を

『
日
本
風
俗
備
考
』
に
記
載
し
て
い
る7

。
一
方
、
慶
賀
の
居
住
地
は
長
崎
の
今

下
町
で
、
借
家
身
分
で
あ
り
、
家
持
の
有
力
な
絵
師
の
家
柄
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
多
く
の
弟
子
を
抱
え
て
工
房
の
切
り
盛
り
を
行
う
財
力
を
持
ち
合
わ
せ
た

か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
点
を
、原
田
博
二
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る8

。
具
体
的
に
、

工
房
の
実
態
が
掴
め
て
い
な
い
中
、
こ
の
あ
た
り
に
注
文
を
受
け
て
描
く
職
業

絵
師
と
し
て
の
実
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

慶
賀
が
描
い
た
主
な
絵
画
と
し
て
は
、
長
崎
の
出
島
や
唐
人
屋
敷
を
描
い
た

蘭
館
図
、
唐
館
図
、『
長
崎
歳
時
記
（
年
中
行
事
）』、『
人
の
一
生
』、
日
本
の

風
景
や
風
俗
、
道
具
図
、
動
物
図
、
植
物
図
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

絵
画
は
、
先
述
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
の
注
文
に
よ
る
も
の

と
、
国
内
で
販
売
す
る
た
め
に
描
い
た
作
品
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
使
用
さ

れ
て
い
る
支
持
体
、
絵
具
、
媒
剤
に
は
、
ニ
カ
ワ
や
岩
絵
具
、
水
干
絵
具
な
ど

の
日
本
的
な
材
料
が
用
い
ら
れ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
来
日
二
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た
出
島
企
画
展
で
は
、

慶
賀
が
西
洋
画
法
の
習
得
の
た
め
、
参
考
と
し
た
作
品
と
そ
の
模
写
さ
れ
た
絵

画
を
紹
介
し
た
。
川
原
慶
賀
作
『
蘭
人
絵
画
鑑
賞
図
』（
個
人
蔵
）
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
画
家
ル
イ
・
レ
オ
ポ
ー
ル
・
ボ
ワ
イ
（
一
七
六
一
～
一
八
四
五
）
の
リ

ト
グ
ラ
フ
『
ア
マ
チ
ュ
ア
絵
画
愛
好
家
た
ち
』
に
強
い
霊
感
を
得
た
作
品
で
、

人
物
た
ち
の
表
情
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
慶
賀
が
洋
風
画
の
手
本
と
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
の
戯
画
の
細
部
ま
で
直
接
模
写
し
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
絵
画
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
奇
抜
さ
を
全
面
に
打
ち
だ
し
た
事
例
で
あ
る
。
同
じ
く
ボ

ワ
イ
の
作
品
『
し
か
め
っ
つ
ら
』
か
ら
も
人
物
の
表
情
を
引
用
し
、慶
賀
は
『
瀉

血
手
術
図
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
蔵
）
を
描
い
て
い
る
。
出
島
の
館
内
で
椅
子

に
座
し
、
西
洋
医
療
瀉
血
を
受
け
る
人
物
の
し
ぶ
い
表
情
は
、
ボ
ワ
イ
の
石
版

画
を
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
慶
賀
が
ボ
ワ
イ
の
石
版
画
に
大
き
な
影
響
を

受
け
、
様
々
な
形
で
取
り
入
れ
た
こ
と
は
兼
重
氏
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
っ
て
詳

細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
先
述
し
た
二
つ
の
事
例
の
他
に
『
紅
毛
接
吻
図
』

（
秋
田
平
野
政
吉
美
術
館
蔵
）
も
、
ボ
ワ
イ
の
石
版
画
か
ら
準
用
し
、
表
現
し

た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る9

。

本
屏
風
が
慶
賀
筆
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

本
作
の
右
隅
に
墨
で
書
か
れ
た
慶
賀
の
署
名
と
横
文
字
の
朱
印
「T

ojosky

」

（
登
与
助
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
慶
賀
が
用
い
た
印
章
は
多
様
で
、

朱
字
方
印
「
慶
賀
」、「
種
美
」、「
種
美
画
印
」、
白
字
方
印
「
川
原
之
印
」、「
田

口
之
印
」、「
慶
賀
之
印
」
な
ど
の
ほ
か
、
朱
字
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
形
印
「
慶
賀
」

や
朱
字
欧
文
印
「T

ojosky

」
が
知

ら
れ
て
い
る
。
本
作
に
用
い
ら
れ
た

「T
ojosky

」
の
署
名
は
、
本
作
以

外
に
は
、『
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
』（
神

戸
市
立
博
蔵
）
や
『
瀉
血
手
術
図
』

（
長
崎
歴
史
文
化
博
蔵
）
に
認
め
ら

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
西
洋
人
を
モ

慶賀の落款
屏風右隅
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チ
ー
フ
と
し
た
作
例
で
あ
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

四
　
解
体
調
査
と
修
復
作
業

本
屏
風
を
収
蔵
し
た
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
新
収
蔵
品
と

し
て
数
か
月
の
展
示
公
開
を
行
っ
た
後
、
二
〇
一
九
年
か
ら
ラ
イ
デ
ン
世
界
博

内
に
あ
る
修
復
工
房
（
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
）
に
て
屏
風
の
解
体
調
査
、
修
復
作
業

に
着
手
し
た
。
修
復
に
あ
た
り
、
同
館
で
は
専
門
家
に
よ
る
指
導
助
言
を
得
て

修
復
の
方
針
を
定
め
、
ま
た
日
本
の
修
復
家
の
技
術
協
力
を
得
な
が
ら
、
作
業

が
進
め
ら
れ
た
。
本
項
で
は
、
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
及
び
こ
の
修
復
事
業
に
協
力

さ
れ
た
表
具
師
・
宇
佐
美
直
治
氏
か
ら
提
供
を
得
た
情
報
、
知
見
を
元
に
、
解

体
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
と
、
修
復
作
業
の
様
子
を
述
べ
る
。

（
一
）
解
体
調
査
の
成
果

屏
風
の
解
体
調
査
で
は
、
屏
風
を
一
扇
（
面
）
ご
と
に
解
体
し
、
本
紙
（
画

面
）
と
下
貼
り
、
表
具
（
大
縁
、
小
縁
、
椽
な
ど
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
劣

化
状
況
の
確
認
、
使
わ
れ
て
い
る
材
料
の
確
認
、
下
貼
り
に
用
い
ら
れ
た
文
書

類
の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

• 

劣
化
状
況　

解
体
を
進
め
て
い
く
と
、
表
に
出
ず
、
隠
れ
て
い
た
部
分
か

ら
、
劣
化
、
退
色
し
て
い
な
い
制
作
当
初
の
色
彩
が
確
認
で
き
た
。
と
く

に
海
の
色
の
部
分
は
、
鮮
や
か
な
青
色
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
制
作

当
初
の
本
屏
風
は
、
海
の
色
、
空
の
色
の
青
色
部
分
が
画
面
の
多
く
を
占

め
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
に
青
色
の
配
色
の
印
象
が
強
い
作
品
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

• 

下
貼
り
の
文
書
類　

下
貼
り
に
は
、
様
々
な
唐
紙
や
文
書
類
が
再
利
用
さ

れ
て
い
た
。
唐
紙
は
、
小
花
柄
七
宝
、
大
判
雀
型
、
花
菱
、
桐
文
等
、
数

下貼りに用いられた文書類

「文政十二年」の記載

本紙・表具等の解体作業

用いられた唐紙
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種
の
文
様
が
確
認
さ
れ
た
。
裏
面
は
、
大
判
雀
型
の
上
か
ら
蔓
状
の
植
物

文
様
の
壁
紙
が
貼
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
最
表
面
の
壁
紙
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

製
で
あ
る
こ
と
か
ら
後
世
の
修
復
時
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
と
見
な
さ

れ
、
大
判
雀
型
に
よ
る
唐
紙
が
日
本
国
内
で
の
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
当

初
の
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
下
貼
り
文
書
は
多
様
で
、
廃
棄
さ
れ
た

記
録
、
習
字
手
習
い
紙
な
ど
、
入
手
可
能
な
紙
類
が
総
動
員
さ
れ
て
い
る

印
象
で
あ
る
。
記
録
文
書
の
中
に
は
、唐
人
屋
敷
の
記
録
と
思
わ
れ
る「
出

館
唐
人
」
な
ど
、
長
崎
と
特
定
で
き
る
文
書
が
存
在
し
、
ま
た
「
文
政

十
二
年
」
と
記
さ
れ
た
文
書
な
ど
か
ら
、
制
作
年
代
の
下
限
が
裏
付
け
ら

れ
た
。

一
連
の
解
体
調
査
に
よ
っ
て
、
長
崎
ゆ
か
り
の
文
書
類
が
多
数
確
認
で
き
た

こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に
長
崎
の
地
で
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
、制
作
年
代
も
絞
ら
れ
た
。
ま
た
制
作
当
時
の
状
態
も
明
ら
か
と
な
り
、

そ
の
後
の
修
復
作
業
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
屏
風
の
修
復
作
業

ラ
イ
デ
ン
世
界
博
が
所
蔵
す
る
歴
史
資
料
に
は
、
日
本
に
関
す
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
修
復
工
房
で
は
、
日
本
の
歴
史
資

料
や
美
術
資
料
の
修
復
を
行
う
機
会
が
多
く
、
畳
の
部
屋
で
、
日
本
の
表
具
修

復
に
用
い
る
道
具
を
使
い
な
が
ら
、
修
復
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

修
復
工
房
で
は
、
屏
風
の
解
体
調
査
と
並
行
し
な
が
ら
、
傷
み
具
合
を
確
認

し
、
修
復
の
方
針
を
専
門
家
と
と
も
に
決
定
し
た
。
調
査
結
果
で
は
、
先
述
の

と
お
り
本
来
の
画
面
の
色
彩
は
も
っ
と
鮮
や
か
で
あ
り
、
と
く
に
海
や
空
の
青

色
が
か
な
り
退
色
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
修
復
で
は
経
年
変
化
も
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
と
捉
え
、
最
初
期
の
状
態
に
戻
す
こ
と
な
く
、
傷
み
や
劣

化
部
分
の
み
を
修
復
す
る
方
針
で
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

本紙を仮張り（乾燥）

表具の仕上げ

修復以前の出島部分

本紙を裏側から修復
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慎
重
に
解
体
し
た
本
紙
（
画
面
）
は
、
シ
ミ
や
汚
れ
を
除
去
、
欠
損
部
の
修

復
、
補
彩
を
行
い
、
傷
み
が
著
し
い
下
貼
り
や
唐
紙
は
す
べ
て
交
換
し
、
大
縁

や
小
縁
な
ど
の
織
物
は
、
同
種
の
色
、
柄
、
素
材
で
復
元
を
行
い
、
新
調
し
た

下
地
を
用
い
て
組
立
を
行
っ
た
。
本
作
業
の
着
手
時
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
世
界
的
に
著
し
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
が
止
む

無
く
休
館
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
日
本
か
ら
の
修
復
家
の
技
術
指
導

の
た
め
の
往
来
も
出
来
な
く
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
作
業
の
進
捗
が
困
難
で
あ
っ
た

こ
と
は
関
係
者
の
皆
様
か
ら
う
か
が
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ラ
イ
デ
ン

世
界
博
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
修
復
費
用
の
獲
得
、
作
業

の
進
捗
状
況
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
公
開
、
出
島
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
ア
プ

リ
の
作
成
な
ど
、
現
代
的
な
公
開
活
用
に
関
す
る
施
策
を
実
施
し
、
屏
風
の
修

復
と
活
用
と
い
う
課
題
を
ク
リ
ア
さ
れ
た
。
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
九
月
に
、

つ
い
に
修
復
が
完
了
し
、
現
在
、
同
館
の
常
設
展
示
室
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

五
　
複
製
品
の
制
作

本
屏
風
は
、
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
の
長
崎
港
図
と
し
て

は
最
大
の
資
料
で
あ
り
、出
島
や
新
地
蔵
所
な
ど
の
特
筆
す
べ
き
施
設
の
ほ
か
、

長
崎
の
港
湾
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
長
崎
市
は
所
蔵
者
で
あ
る
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
の
承
諾
を
得
て
、
複
製
品
の

制
作
に
着
手
し
た
。
複
製
品
の
制
作
に
あ
た
り
、
次
の
点
に
留
意
し
た
。

• 

寸
法
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
す
べ
て
同
じ
。

• 

本
紙
（
絵
が
描
い
て
あ
る
部
分
）
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
絹
本
、
複
製
は
紙

本
で
異
な
る
が
、
基
底
材
の
違
い
が
出
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。

• 

屏
風
裏
面
の
唐
紙
、
表
面
の
大
縁
、
小
縁
は
、
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
修

復
に
用
い
た
も
の
と
同
材
を
使
用
。

• 

プ
リ
ン
ト
に
用
い
た
高
精
細
画
像
は
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
。

• 

色
調
校
正
に
多
く
の
時
間
を
割
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
に
制
作
を
行
っ

た
。

《
複
製
の
制
作
工
程
》

屏
風
の
複
製
制
作
で
は
、
は
じ
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
屏
風
の
調
査
を
行
い
、

寸
法
や
用
い
ら
れ
て
い
る
表
具
等
の
材
料
を
確
認
し
、
次
に
屏
風
表
面
の
撮
影

を
行
い
、
高
精
細
な
画
像
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
制
作
で

は
、
所
蔵
館
か
ら
十
分
な
精
度
の
画
像
デ
ー
タ
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
た
め
、

画
像
制
作
に
か
か
る
工
程
を
割
愛
し
、
次
の
工
程
と
な
る
色
校
正
か
ら
本
格
的

な
作
業
を
行
っ
た
。
次
に
紹
介
す
る
様
々
な
作
業
工
程
を
経
て
、
令
和
五
年
三

月
に
完
成
に
至
り
、
令
和
五
年
度
の
シ
ー
ボ
ル
ト
来
日
二
〇
〇
周
年
を
記
念
す

る
企
画
展
等
で
展
示
公
開
を
行
っ
た
。

校
正
用
本
紙
作
成
～
色
校
正
～
仕
立
て
調
査
～
本
紙
作
成

一　

色
校
正
用
の
本
紙
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
屏
風
と
比
較
し
て
検
討

二　

色
見
本
帳
を
用
い
て
確
認

三　

色
見
本
帳
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
屏
風
と
並
べ
て
撮
影

四　

屏
風
仕
立
て
の
確
認
（
寸
法
・
材
料
）

五　

色
校
正
を
経
て
、
本
紙
を
和
紙
に
印
刷

六　

本
紙
に
裏
打
ち
を
施
し
、
板
張
り
に
貼
り
、
乾
燥

そ
の
後
下
地
の
寸
法
に
合
わ
せ
、
裁
断
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下
貼
り
～
組
立
～
補
彩

　

七　

下
地
を
新
調

　

八　

下
貼
り
一
層
目　

骨
縛

　

九　

下
貼
り
二
層
目　

胴
張
り

一
〇　

下
貼
り
三
～
五
層
目　

三
重
蓑
掛
け

一
一　

下
貼
り
九
層
目　

泛
縛
り

一
二　

唐
紙
制
作　

判
木　

大
判
雀
型

一
三　

下
張
り
を
終
え
た
下
地
の
表
面
に
本
紙
を
貼
る

一
四　

色
校
正
に
忠
実
に
、
岩
絵
具
な
ど
で
本
紙
に
補
彩
を
施
す

一

二

三

四

五

六
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七

一
三

八

九

一
一

一
〇

一
四

一
二
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一
七

一
五

一
八

一
九

二
〇

一
六

画像協力　（株）宇佐美修徳堂

− −99



表
具
仕
立
て
～
完
成

一
五　

 

大
縁
用
の
裂
に
裏
打
ち
を
施
し
、
仮
張
り
に
貼
り
、
乾
燥

一
六　

 
屏
風
の
周
囲
に
大
縁
と
小
縁
を
取
り
付
け
た

一
七　

 
前
尾
背
の
た
め
に
、
和
紙
に
金
砂
子
を
振
り
、
金
砂
子
紙
を
制
作

一
八　

 
尾
背
に
、
金
砂
子
紙
を
貼
り
付
け

一
九　

 

椽
を
打
ち
、
仕
上
げ

二
〇　

 

完
成

六
　
慶
賀
制
作
の
屏
風
―
そ
の
評
価

最
後
に
、
こ
の
屏
風
に
関
す
る
疑
問
、
考
察
、
課
題
を
列
挙
し
、
そ
の
評
価

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
一
）
誰
が
注
文
し
た
の
か

川
原
慶
賀
に
つ
い
て
は
、
と
か
く
シ
ー
ボ
ル
ト
と
の
関
係
性
の
中
で
そ
の
評

価
が
議
論
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
本
屏
風
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
と
お
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
帰
国
後
に
制
作
さ
れ
た
屏
風
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
に
シ
ー
ボ
ル
ト
は
登
場
し
な
い
。

本
屏
風
の
来
歴
の
詳
細
は
オ
ラ
ン
ダ
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
以
外
は
不
明
と
さ

れ
て
い
る
が
、
本
図
の
中
央
に
あ
た
る
四
扇
、
五
扇
目
に
出
島
や
オ
ラ
ン
ダ
船

マ
ラ
イ
・
エ
ン
・
ヒ
レ
ホ
ン
ダ
号
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府
の
際
に
荷
物
を
運
搬
し
た
日
吉
丸
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
に
関
す
る
情
報
が
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
発
注

者
を
意
識
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
本
図
は
、
オ
ラ
ン
ダ
上
級
商

館
員
、
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
依
頼
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
大
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
額
の
制
作
費
を
要
し
た
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ク
ラ
ス
の
人
物
が
想
定
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
屏
風
発
見

者
で
あ
る
マ
テ
ィ
・
フ
ォ
ラ
ー
氏
か
ら
は
一
八
三
四
～
三
八
年
ま
で
オ
ラ
ン
ダ

商
館
長
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
エ
デ
ウ
ィ
ン
・
ニ
ー
マ
ン
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る10

。

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
後
、
幕
府
の
命
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
医
師
の
派
遣

が
一
時
途
絶
え
、
表
面
的
に
は
、
文
化
的
、
学
術
的
な
交
流
は
衰
退
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
帰
国
後
も
シ
ー
ボ
ル
ト
が
他
の
商
館
員
ら
の
協
力

の
も
と
、
出
島
か
ら
日
本
の
植
物
を
海
外
に
輸
出
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
屏
風
の
よ
う
に
、
長
崎
港
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
た
資
料
が
、
海

外
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
実
情
と
し
て
改
め
て
認
識
す
べ
き
点
で
あ
る
。

（
二
） 

川
原
慶
賀
の
構
図

本
稿
で
は
、
多
く
の
絵
画
資
料
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
掲
載
に
は
限
り

が
あ
る
た
め
、『
出
島
図
』（
長
崎
市
出
島
史
跡
整
備
審
議
会
編
、
一
九
八
七
）

の
図
中
番
号
を
付
し
て
記
載
し
た
い
。

川
原
慶
賀
が
描
く
長
崎
港
図
は
、
こ
れ
ま
で
模
写
も
含
め
て
多
く
の
資
料
が

国
内
外
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
一
定
の
パ
タ
ー
ン
に
収
ま
っ
て
い
た
。
作

品
例
が
多
い
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
る
構
図
は
、
長
崎
港
を
西
方
か
ら
（
現
在
の

稲
佐
山
方
面
か
ら
）
見
た
鳥
瞰
図
で
あ
る
。（
例
：「
川
原
慶
賀
『
長
崎
港
図
』

衝
立
」
神
戸
市
立
博
蔵
・
出
島
図
№
二
〇
）
海
に
突
き
出
す
扇
形
の
出
島
の
姿

が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
出
島
の
東
側
に
位
置
す
る
新
地
荷
蔵
や
唐
人
屋
敷
、
港
湾

や
船
も
描
か
れ
、
貿
易
で
賑
わ
う
長
崎
港
の
様
子
が
分
か
る
資
料
で
あ
る
。

本
屏
風
の
よ
う
に
、
海
を
中
心
に
両
脇
に
半
島
が
延
び
る
長
崎
港
の
構
図
と

類
似
す
る
慶
賀
作
品
と
し
て
は
、『
長
崎
港
雪
景
色
』（
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
蔵
・

出
島
図
№
一
五
）、『
出
島
蘭
館
と
長
崎
港
内
に
い
る
ヘ
ブ
ル
ー
デ
ル
・
ハ
ル
ツ
ェ

ン
号
』（
オ
ラ
ン
ダ
海
事
史
博
蔵
・
出
島
図
№
一
四
） 

が
知
ら
れ
る
。
こ
の
二
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作
は
本
項
二
（
四
）
で
述
べ

た
出
島
内
の
カ
ピ
タ
ン
部

屋
の
外
観
に
注
目
し
て
み

る
と
、
三
角
屋
根
の
階
段
を

設
置
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
本

屏
風
の
制
作
に
先
ん
じ
て
、

一
八
一
〇
～
二
〇
年
代
に

川
原
慶
賀
は
本
構
図
に
よ

る
長
崎
港
の
表
現
を
創
出

し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る11

。
本
屏
風
が
発
見
さ
れ
た

同
じ
頃
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
紹
介
さ
れ
た
絵
画
資
料
が
、
本
屏
風
と
似
通
っ
た
構
図

の
作
品
で
あ
っ
た
。
現
在
九
州
国
立
博
物
館
（
以
下
「
九
国
博
」
と
略
す
る
）

が
所
蔵
す
る
『
長
崎
港
図
』
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
九
国
博
の
収
蔵
品
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
川
原
慶
賀
筆
、
紙
本
着
色
、
縦
五
五
・
五
㎝
、
横
七
六

㎝
の
絵
画
。
制
作
年
代
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
一
八
四
〇
年
長
崎
来
航
の
コ
ル
ネ

リ
ア
・
エ
ン
リ
エ
ッ
テ
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
か

ら
慶
賀
が
長
崎
追
放
を
言
い
渡
さ
れ
る
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
ま
で
と
さ

れ
る
。
作
品
の
形
式
は
屏
風
と
は
異
な
る
が
、
類
似
す
る
構
図
の
作
例
と
み
る

こ
と
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』
所
収
「
長
崎
港
遠

景
図
」（
出
島
図
№
二
六
）
で
あ
る
。
有
名
な
書
誌
で
あ
る
た
め
多
く
の
方
が

見
慣
れ
た
長
崎
港
図
で
あ
り
、
西
洋
画
法
に
よ
る
表
現
が
石
版
画
に
多
く
施
さ

れ
て
い
る
。
本
石
版
画
の
元
と
な
る
慶
賀
の
長
崎
港
図
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）
が

存
在
し
、
こ
れ
を
模
倣
、
ア
レ
ン
ジ
し
た
石
版
画
が
『
日
本
』
所
収
「
長
崎
港

遠
景
図
」
で
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
さ
ら
に
先
述
し
た
九
国
博
蔵
『
長
崎

港
図
』
は
、
構
図
は
こ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
引
用
し
た
も
の
で
、
慶
賀
が
入
港

し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
や
カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
外
観
な
ど
に
手
を
加
え
て
、
年
代
観
を

新
た
に
調
整
し
た
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ゆ
え
に
、
今
回
の
長
崎
港
屏
風
の
制
作
年
代
に
前
後
し
た
一
連
の
同
種
の
構

図
を
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
、
慶
賀
の
作
品
群
を
つ
な
ぐ
展
開
が
可
能
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
ダ
ン
・
コ
ッ
ク
氏
に
よ
る
慶
賀
屏
風
研
究
の
中
で
、

本
作
が
西
洋
画
の
消
失
点
を
意
識
し
た
構
図
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る12

。
こ
の
た
め
、
西
洋
画
法
を
習
得
し
た
絵
師
に
よ
る
本
構
図
の
採
用
、
そ
し

て
長
崎
に
関
す
る
多
彩
な
情
報
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
地
元
の
絵
師
な
ら
で
は
の

表
現
が
本
屏
風
の
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
出
島
と
唐
紙

下
貼
り
の
調
査
は
、
数
々
の
情
報
を
所
蔵
館
に
も
た
ら
し
た
が
、
多
く
の
唐

紙
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
状
況
も
確
認
出
来
た
。

ラ
イ
デ
ン
世
界
博
が
所
蔵
す
る
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
出
島
の
建
物
模
型
で
は
、
そ

の
室
内
に
多
彩
な
唐
紙
が
貼
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
こ
の

調
査
成
果
を
用
い
て
、
現
在
復
元
を
行
っ
て
い
る
建
物
の
内
装
復
元
に
は
壁
や

天
井
に
多
く
の
唐
紙
を
施
工
し
て
い
る
。

本
屏
風
は
、
下
貼
り
に
古
い
唐
紙
を
再
利
用
し
、
そ
し
て
屏
風
裏
面
は
新
し

い
唐
紙
を
用
い
て
仕
上
げ
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
唐
紙
は
、
出
島
の
使
用
例

の
よ
う
に
壁
紙
や
襖
な
ど
に
用
い
る
ほ
か
、
屏
風
や
掛
軸
、
巻
物
な
ど
の
表
具

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
絵
師
で
あ
る
慶
賀
の
工
房
に
多
く
の

長崎港図
ColBase （https://colbase.nich.go.jp/）
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唐
紙
片
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、
や
は
り
こ
の
紙
片
の
大
き

さ
が
そ
れ
な
り
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
元
の
本
来
の
利
用
方
法
が
う
か
が
え
る
も

の
で
あ
る
。
長
崎
で
は
、
多
く
の
唐
紙
が
紙
と
木
の
文
化
の
中
で
一
般
的
に
利

用
さ
れ
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
あ
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。文

様
の
中
で
は
、
小
花
柄
七
宝
の
唐
紙
な
ど
は
、
す
で
に
復
元
建
物
の
中
で

の
使
用
例
が
あ
り
、
当
時
、
非
常
に
一
般
的
な
文
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
）
出
島
の
画
工
部
屋

次
に
慶
賀
と
出
島
の
関
係
性
を
見
て
い
き
た
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
出
島
滞
在

中
に
、
出
島
の
東
側
庭
園
の
改
修
を
行
い
、
ま
た
庭
園
に
あ
る
カ
ピ
タ
ン
別
荘

（
花
園
玉
突
場
）
を
自
身
の
仕
事
場
と
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
あ

り
、
こ
れ
ら
か
ら
東
側
一
帯
を
研
究
拠
点
と
し
た
印
象
を
私
た
ち
は
受
け
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
東
側
庭
園
に
は
、
画
工
部
屋
と
名
づ
け
ら
れ
た
建
物
が
存
在

す
る
。
こ
こ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
施
設
で
あ
る
の
か
、
日
本
人
の
施
設
で
あ
る
の

か
な
ど
、
議
論
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
慶
賀
ら

絵
師
ら
の
作
業
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
植
物
、
動
物
、
ま
た
は
出

島
内
各
所
、
描
く
べ
き
も
の
を
収
集
し
、
次
々
と
作
図
す
る
絵
師
ら
の
姿
が
思

い
浮
か
ぶ
。
出
島
の
東
側
の
庭
園
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
出

島
の
機
能
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
出
入
り
し
た
絵
師
ら
の
状
況
な
ど

も
、
関
連
し
て
考
察
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
五
）
慶
賀
の
写
実
性　

出
島
復
元
整
備
事
業
を
例
と
し
て

絵
師
は
嘘
を
つ
く
―
絵
師
は
注
文
主
あ
る
い
は
自
ら
の
表
現
と
し
て
、
描
く

べ
き
も
の
を
画
面
の
中
に
凝
縮
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
史

跡
の
復
元
整
備
を
行
う
際
に
は
、
こ
れ
を
想
定
、
勘
案
し
、
絵
画
の
写
実
性
を

真
実
と
認
定
す
る
こ
と
な
く
、
絵
画
を
分
解
し
、
そ
の
中
か
ら
改
め
て
抽
出
し

た
事
柄
を
参
考
と
し
て
、
復
元
整
備
に
活
か
す
方
針
で
絵
画
資
料
を
取
り
扱
っ

て
い
る
。

こ
れ
を
前
提
と
す
る
中
で
、
発
掘
調
査
な
ど
各
種
の
調
査
成
果
と
、
慶
賀
の

絵
を
比
較
し
た
際
に
、
こ
れ
ま
で
驚
か
さ
れ
た
こ
と
が
幾
度
か
あ
っ
た
。
出
島

の
銅
蔵
、
組
頭
部
屋
の
調
査
で
は
、
折
損
し
た
棹
銅
が
多
数
出
土
し
、
こ
れ
ら

の
分
布
状
況
か
ら
、
蘭
館
絵
巻
『
倉
前
の
図
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
蔵
・
出
島

図
№
二
二
二－

ｅ
）
の
作
業
風
景
が
目
の
前
に
広
が
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
銅
蔵

か
ら
棹
銅
を
引
き
出
し
、
改
め
て
計
量
し
、
箱
詰
め
し
、
搬
出
す
る
、
絵
図
に

描
か
れ
た
一
連
の
過
程
が
、
発
掘
成
果
と
相
ま
っ
て
、
よ
り
詳
細
に
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
描
か
れ
て
い
る
場
面
、
細
部
描
写
に
は
、
や
は

り
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
志
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
写
実
性
と
は
ま
た
異

な
る
伝
え
た
い
景
色
と
い
う
も
の
を
持
っ
た
絵
師
、
そ
れ
が
川
原
慶
賀
で
あ
る

と
想
像
す
る
。

む
す
び
と
し
て

出
島
出
入
絵
師
で
あ
っ
た
川
原
慶
賀
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
長
崎
や
日
本
の

情
報
を
海
外
の
人
々
が
強
く
求
め
、
様
々
な
絵
画
が
制
作
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
時
期
に
制
作
さ
れ
た
八
曲
の
本
屏
風
は
、
大
作
で
あ
り
、
歴
史

的
、
美
術
史
的
に
大
変
貴
重
な
資
料
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
屏
風

の
複
製
制
作
に
つ
い
て
検
討
し
、
ラ
イ
デ
ン
世
界
博
か
ら
承
諾
を
得
て
、
調
査

に
関
す
る
情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
度
複
製
屏
風
が
完
成
し
、
本
年
度

公
開
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
複
製
と
は
い
え
、
出
島
の
み
な
ら
ず
、
長
崎
港
の

全
景
を
描
く
本
作
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
知
見
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
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貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

事
業
着
手
時
か
ら
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的

に
猛
威
を
振
る
い
、
本
事
業
に
も
様
々
な
形
で
影
響
を
与
え
続
け
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
無
事
に
完
成
し
、
そ
し
て
公
開
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多

く
の
皆
様
の
熱
意
あ
る
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
御
芳
名
を

記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

石
田
千
尋　

宇
佐
美
直
希　

宇
佐
美
直
治　

岡
泰
正　

木
村
直
樹　

田
上
富
久　

ダ
ン
・
コ
ッ
ク　

原
田
博
二　

フ
ォ
ラ
ー
・
邦
子　

マ
テ
ィ
・
フ
ォ
ラ
ー

九
州
国
立
博
物
館　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

ラ
イ
デ
ン
世
界
博
物
館　

ラ
イ
デ
ン
世
界
博
物
館
修
復
工
房

 
（
長
崎
市
出
島
復
元
整
備
室
専
門
官
）

  1
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
行
っ
た
本
屏
風
の
調
査
時
に
ダ
ン
・
コ
ッ
ク　

氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
コ
ッ
ク
氏
の
本
屏
風
に
関
す
る
講
演
会

等
で
も
、
解
説
さ
れ
て
い
る
。

  2
波
多
野
純
建
築
設
計
室[

編
著]

『
国
指
定
史
跡
「
出
島
和
蘭
商
館
跡
」
西

側
五
棟
建
造
物
復
元
工
事
報
告
書
』（
長
崎
市
教
育
委
員
会
、二
〇
〇
一
年
）

四
〇
頁
参
照
。

  3
中
井
晶
夫
・
八
城
圀
衛[

訳]

『
シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』
図
録
第
一
巻
・
付
図
』

（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
七
八
年
）
所
収
「
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」〔
六
〕

Ⅰ
第
二
図
（
ａ
）。

  4
永
松
実
「
川
原
慶
賀
と
弟
子
の
作
品
に
つ
い
て
」（『
秘
蔵
浮
世
絵
大
観
八　

パ
リ
国
立
図
書
館
』
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）。

兼
重
護
『
シ
ー
ボ
ル
ト
と
町
絵
師
慶
賀
』（
長
崎
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

原
田
博
二「
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
川
原
慶
賀
筆『
人
の
一
生
図
』

に
つ
い
て
―
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
て
―
」（『
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

  5
野
藤
妙
・
宮
崎
克
則
『「
出
島
絵
師
」
川
原
慶
賀
に
よ
る
《
人
の
一
生
》
の

制
作
』（『
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
二
号
、
九
州
大
学

総
合
研
究
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）。

  6
大
場
秀
章[

監
修]

『
シ
ー
ボ
ル
ト
旧
蔵
日
本
植
物
図
譜
展　

展
覧
会
カ
タ

ロ
グ
』（
ア
ー
ト
ラ
イ
フ
、
一
九
九
五
年
）。

  7
オ
ー
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
『
日
本
風
俗
備
考
』
一
（
平
凡
社
、

一
九
七
八
年
）
二
一
五
頁
。

  8
令
和
五
年
長
崎
史
談
会
長
崎
学
公
開
講
座　

第
二
回
・
三
回　

原
田
博
二
氏

「
川
原
慶
賀
と
そ
の
絵
画
に
つ
い
て
一
・
二
」
の
発
表
要
旨
に
よ
る
。

注
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  9
兼
重
護
『
シ
ー
ボ
ル
ト
と
町
絵
師
慶
賀
』（
長
崎
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）

第
六
章
、
一
〇
七
～
一
二
二
頁
。

 10
屏
風
の
複
製
パ
ネ
ル
公
開
記
念
講
演
会
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樂
主
催
・
二
〇
一
九

年
）
に
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

 11
出
島
図
№
一
一
・
一
二
で
は
、
慶
賀
に
先
行
し
、
石
崎
融
思
筆
長
崎
港
図
に

類
似
す
る
構
図
が
見
ら
れ
る
た
め
、
慶
賀
は
融
思
の
構
図
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

可
能
性
も
あ
る
。

 12
注
1
と
同
。
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